
平成26年11月20日 

議会運営委員会会議録 
 

 

１ 日  時  平成 26年 11月 20日 

開会 10時 00分   閉会 11時 07分    

 

２ 場  所  幕別町役場５階会議室 

 

３ 出 席 者  委員長  牧野茂敏 

副委員長 中橋友子    

委 員  藤原孟   谷口和弥  芳滝仁  前川雅志 

議 長  古川稔   副議長  千葉幹雄 

オブザーバー   

 

４ 欠 席 者  斉藤喜志雄 

 

５ 傍 聴 者  小島智恵 佐藤いづみ(勝毎記者) 

         

６ 説 明 員  副町長 高橋平明 総務部長 菅野勇次 

 

７ 職務のため出席した議会事務局職員  

局長 野坂正美   課長 萬谷司   係長 佐々木慎司 

 

８ 審査事件  ⑴ 議会運営委員会委員の選任等について 

        ⑵ 平成 26年第４回定例会について 

        ⑶ 付託議案の審査について 

           陳情第 17号 町議会議員の定数削減に関する陳情書 

        ⑷ その他 

         

９ 審査内容  別紙のとおり 

         

         

 

 

議会運営委員会委員長 牧野茂敏  

 

 



◇審 査 内 容 

 

◎ 付託議案の審査について 

 

(11：00 再開) 

○ 委員長（牧野茂敏） 休憩を解いて再開いたします。陳情第17号、継続になっておりま

す町議会議員の定数削減に関する陳情書を議題といたします。 

 先般、継続になっておりますので、各会派、あるいは各個人がそれぞれもう少し議論

を深めてほしいという話がありましたが、その後について皆さんの方からありましたら

お願いいたします。芳滝委員。 

○ 委員（芳滝仁） 会派で話をさせていただいているのですけれども、もう少し時間を頂

きたいということであります。非常に申し訳ないのですけれども会派として申し上げる

段階に至っていない。 

○ 委員長（牧野茂敏） 拓政はそのようなことでありましたが他の会派の方はよろしいで

すか。中橋委員。 

○ 委員（中橋友子） 審議の時間を十分必要ということはそのとおりだと思います。他会

派のそういった、芳滝委員の意見については尊重したいと思います。その上に立ちまし

て、議員定数についての考え方は、私どもの会派としては、これまでも機会がたくさん

ございまして、議論をしてきました。さらに議会基本条例を制定するときにも、議員定

数のありかたの基本的な考え方というのを第７章、第17条の中でまとめてきた経過があ

ります。そのときに、議員定数については人口であるとか面積であるとか、あるいは財

政力指数。これは十分に勘案しなくてはならないと。その上に立って、ここが大事だと

思うのですけれども、町民の多様な意思を十分に反映しかつ、合議制の機関として活発

な議論ができるように。そのことが可能になるようにしなければならない。そう考えた

ときに、幕別町は平成18年ですけれども合併をしてきた経過がありまして、合併後の幕

別町の全体の町民の意思を十分に受け止めて、ここできちんと反映させて議論するとい

う点では、その時点で定数を削減しながらも、20というのは私どもの思いとしてはぎり

ぎりの人数だろうということでおさえてまいりました。その状況というのは現在も変わ

っていないということと、もう一つは、私ども現職の議員として結論を出すときに、自

分たちがどういう議会活動をしてきたのかというのももちろんあるのですけれども、改

選までに現時点では間もないということもあります。そのことも十分に考慮しなくては

ならない。つまり、次期の人たちがどういう状況の中で議会構成を望むかということも

推察しながらやっていかなくてはならない。さらにもう一つは、直近の議会の中で、こ

れは資料として出していただきましたけれども、平成25年末に定数は現状維持という結

論を出した。そういうことも尊重すれば、現状で定数削減ということにはならないとい

うのが私どもの会派の考え方であります。 

○ 委員長（牧野茂敏） ただいま中橋委員から共産党の状況のお話がありましたけれども、

他の会派の方もそれぞれやっておられると思うのですがそのことについてはよろしい

ですか。会派でご意見があれば。前川委員。 

○ 委員（前川雅志） ご意見というか、芳滝委員と同じような感じなのですが、町内の方々

と会うたびに定数のお話については極力するようにしているのですが、賛否というもの

がかなり分かれていまして、定数は減らした方がよいという方もいれば、もう少し増や

しながらでもたくさんの町民の意見を吸い上げることも大事ではないかという方々も



いらして、会派として３人の意見がいまだに集約されていないというところなのですが、

いつまでもそういう状況でいられませんので、さきほど中橋委員のおっしゃられたこと

も考えながら適正な定数というものがいくつか、どのくらいなのかということを会派と

して相談をさせていただきたいと思っております。 

○ 委員長（牧野茂敏） もう少しということですが、共産党さんも尊重するというお話で

すので、他にご意見がなければ、12月ということで期限を切ってありますから、その時

点までに判断をしていただいてこの定数削減の陳情につきましては取扱いをしたいと

思いますがそういった方向でよろしいですか。 

（よいの声あり） 

○ 委員長（牧野茂敏） それでは、できれば次回一回で決めたいと思うのですが、色々あ

りましたらその時点で考えますが、いつごろ会議を開きますか。正副委員長で日程を詰

めさせていただいてよろしいですか。 

（よいの声あり） 

○ 委員長（牧野茂敏） それではこの陳情第17号については継続ということで行いたいと

思いますがよろしいですか。 

（よいの声あり） 

○ 委員長（牧野茂敏） それでは陳情第17号につきましては終了させていただきます。 

そのほか事務局から何かありましたら。皆さんからはありませんか。ないようですので

以上で議会運営委員会を閉会いたします。 

(11：07 閉会) 

 

 


